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1 はじめに
大学の講義には，教員が一方的に知識を与える授業 (座
学)と，その知識を反復及び復習する授業 (演習)がある．
演習の授業には担当教員に加えTA(Teaching Assistant)

のような学習者の支援を行うメンタが存在する．その
中でも実験のようなメンタが多い演習と，座学のような
メンタが少ない，あるいはいない演習に分けられる．メ
ンタが多い演習ではメンタリングを分担することで学
習者の学習状況を把握することが容易であるが，メンタ
が少ない演習では学習者の学習状況を把握することが
困難である．
そこで，本研究では授業中に学習者自身が自己評価を
入力し，それを収集することによって学習者全体の学習
状況を容易に把握できるようにするために，学習者の自
己評価を収集・可視化するシステムの構築を行う．
2 先行研究
先行研究として，学習者の学習状況をメンタ間で共有
するMLR(Mentoring Log Recorder) がある [1][2]．こ
れはメンタが多い演習での利用が想定されており，メン
タが少ない演習には向かない.そこで，学習者からの自
己評価に着目し，全体の学習状況を把握した上で教員は
適切なフィードバックを行うようにする.そして，学習
者の自己評価の経過を記録し，分析できるようにする.

3 自己評価の収集・可視化
学習者の学習状況の把握にはいくつかの方法があり，
行動ログ (アプリケーションの操作ログなど)や，成果物
ログ (提出物・状況の管理)などが挙げられる.しかし，
行動ログは環境に依存しているため汎用性が低く，成果
物ログは対象とする成果物の種類や制度が授業ごとに
異なるため汎用性が低い．
そこで本研究では，演習時における学習者の学習状況
を把握する方法として学習者の自己評価を用いる．演
習にはプログラミング課題，座学の知識を問う課題など
があり，それぞれ評価項目が異なるため自己評価の選択
肢も異なる.そのため，演習の内容や形式に応じた選択
肢を用意しなければならない.そこで，教員は学習者が
選択する自己評価の選択肢を任意で設定できる必要が
ある.学習者は授業中に教員が用意した選択肢を選択す
ることで自己評価を行う.学習者の学習状況は時間と共
に変化するため，自己評価は随時変更できる必要があ
る.選択された自己評価結果はリアルタイムで登録・集
計され，随時更新できるようにする.自己評価を可視化
することにより，教員は学習者全体の学習状況を容易に
把握することができる.

4 システムの構築
システムの構築はHTML5，CSS，JavaScript，PHP，

DBとしてMySQLを用いてブラウザ上で利用できるよ
うにする. 教員のシステムは，教員名と講義名を選択
し，各回の課題数と学習者に選択してもらう選択肢を
DBに登録する．学習者のシステムは，スマートフォン
での利用を想定しており，教員が登録した選択肢を学習
者が選ぶことで自己評価を DBに登録する．学習者の
自己評価は随時変更することができる. メンタのシステ
ムは，学習者が自己評価を行った結果を DBから取得
し，集計結果やそのグラフを閲覧することがきる.

図 1 全体の流れ

5 まとめ
本研究では，演習時における学習者の自己評価を収

集・可視化するシステムの構築を行った．今後は構築し
たシステムを実際の演習で利用してもらいシステムの
評価を行う予定である．
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